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【用語の解説】 

１ 川崎市道水路台帳平面図（以下「台帳平面図」という。） 

川崎市の管理する道路の路線名・認定幅員の記載のほか、川崎市が管理する道水路等と民

有地との境界が確定している境界点及びその点間距離が記載されている平面図のことをいう。 

２ 境界確定 

道水路等とそれに隣接する土地との境界が確定していない場合に、土地境界を確定するこ

と。なお、土地境界確定等取扱規則においては、確定している土地境界を変更し再び確定する

こと（以下「再確定」という。）を含める。 

３ 境界復元 

道水路等とそれに隣接する土地境界が確定している場合に、その成果等を反映した川崎市

道水路台帳平面図（以下「台帳平面図」という。）に基づいて境界標を復元することをいう。 

４ 台帳寸法 

台帳平面図に記載されている寸法をいう。 

５ 復元図 

過去に川崎市の管理している道水路等と民有地との境界を確定した図面（台帳平面図を含

む）を基に、復元位置を明示した図面のこという。 

６ 境界点間距離 

台帳平面図に図示されている二点の境界標間の実測値のことをいう。 

７ 相続関係書類 

登記名義人が死亡している場合に、相続人を特定することができる官公庁が発行している

書類のことをいう。「戸籍謄本」や、「法定相続情報証明」等が挙げられる。 

８ 関係土地所有者 

境界確定する為に承諾が必要となる土地所有者のことをいう。 

９ 境界標地先土地所有者 

境界復元する為に確認が必要となる土地所有者のことをいう。 

10 直幅 

境界標から対側地の境界までの最短距離のことをいう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・座標値が付与されている箇所は、座標値による境界復元を行います。 

・座標値が付与されていない箇所は、既設境界標の整合性を確認後、次の手順により

境界復元を行います。 

(１) 境界標が亡失または境界点間距離が一致しない場合は、周辺の既設境界標か

ら３方向以上の境界点間距離が台帳寸法と一致する位置にて復元する。 

(２) (１)による復元が行えない場合は、確定した位置を関係資料等から特定し復

元する。 

台帳平面図に基づく境界復元とは 
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【業務全体の流れ】 

 

 

図－１ 申請書提出から完結までの流れ 

 

境界確定：原則、管理者が行います。ただし、申し出があれば申請者が行うこともできます。  

境界復元：原則、申請者が行います。ただし、復元を行う範囲等については道路公園センター

の指示に従ってください。  

土地境界確定等申請書の提出

受付・受理

資料調査・現地確認

境界確定又は境界復元の実施の決定

立会い通知 関係資料の交付

立会い通知

立会い確認

成果の提出

境界標の設置

完 結

立会い協議

成立 不成立

不成立の
通知

境界標の設置

取消し
みなし

事前相談

Ａ境界確定 Ｂ境界復元境界確定 境界復元 
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【申請書類の作成方法等】 

１ 申請をすることができる者  

申請者は、申請地の土地所有者です。次を参考に必要書類等を提出してください。 

(1) 法人の場合は、当該法人の代表者とします。ただし、法人が解散又は破産した場合にあ

っては、清算人又は管財人とします。 

(2) 共有の場合は、共有者全員とします。ただし、共有者の一人が他の共有者の委任を受け

た場合は、委任を受けた者が委任状を添付し申請できるものとします。 

(3) 登記名義人が死亡している場合は、原則として相続人全員からの申請とします。ただし、

相続人の一人が他の相続人の委任を受けた場合にあっては、委任を受けた者が委任状を添

付し申請できるものとします。 

(4) 土地所有者に代わって事務の全部又は一部を代理する者がいる場合にあっては、その代

理人が委任状を添付し申請することができます。 

(5) 公共事業の施行のため土地境界確定等が必要な場合は、その施行者が申請できるものと

します。 

 

２ 実務を行うことができる者 

申請者から委託を受けた測量業者等（以下「実務者」という。）が申請者本人に代わりに手

続きを行うことができます。 

 

３ 申請書類の作成 

土地境界確定等申請書（別紙１）と併せて次の書類を各１部添付して道路公園センターへ

持参か郵送又は電子申請により提出してください。 

(1) 案内図 

申請地および周辺の状況（駅・バス停）が分かるようにしてください。 

(2) 公図の写し 

法務局公図の写しに、申請地を朱線で明示してください。 

(3) 現地調査図 

申請地に関係する境界標の有無・種別及び境界点間距離を測定し、その結果を記載した

図面（次項及び別紙９を参照） 

(4) 台帳平面図の写し 

台帳平面図の写しに、申請地を朱線で明示してください。台帳平面図の写しが現地調査

図を兼ねている場合は添付が不要です。 

※ 台帳平面図の写しは道路公園センター及び道水路台帳閲覧窓口、川崎市ホームページ

より「ガイドマップかわさき（各種地図・都市計画）→道水路台帳平面図」で取得す

ることができます。 

(5) 土地所有者調査書（別紙２） 

登記事項証明書を基に、申請地及び隣接地、対面地の土地の所在と所有者を記載してく
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ださい。また、土地を共有している場合は、持分の記載もしてください。 

なお、登記事項証明書の住所と現在の居住地が異なることが事前に分かる場合は現在の

居住地の住所を記載してください。 

(6) その他関係資料 

地積測量図等、申請箇所に係る資料がある場合は添付してください。 

 

４ 現地調査図の作成 

現地調査図の記載内容は次のとおりです。詳細については、参考図面（別紙９）及び「川崎

市測量業務成果作成要領」を参考に作成してください。 

（川崎市ホームページ「市政情報 →条例・要綱・公報 →川崎市要綱 →川崎市要綱（建設

緑政局））で確認してください。 

（http://www.city.kawasaki.jp/templates/outline/530/0000029891.html） 

(1) 現地調査図の範囲は、申請地と道水路等の境界を示す境界標の１点先の境界標までとし

ます。ただし、台帳平面図と現地が一致しない場合は２点先まで記載してください（別紙３

参照）。 

(2) 申請地及びその対側地と道水路等の境界を示す境界標を図上に明示し、境界点間の実測

距離を記載するとともに、既設境界標から道水路等に対する直幅の実測距離を記載してく

ださい。 

(3) 実測距離と比較するため、台帳寸法を（ ）書きで記載してください。 

(4) 境界標が亡失している場合は、亡失点が分かるように「亡失」と表示してください。 

(5) 縮尺は 500 分の１を基本とし、実測距離は、ｍ単位で表示桁数は小数点以下３桁とする。

小数点以下第４位を切り捨ててください。 

(6) 作成した作業機関名を記載してください。 

(7) 座標リストを記載又は添付してください。座標リスト下に座標系を記載してください。 

 

 

※土地境界確定等申請書（別紙１）、土地所有者調査書(別紙２)は、道路公園センター及び川崎市

ホームページ「くらし・総合→くらし・手続き→交通・自動車・道路→道路→申請書・ダウンロ

ード→各種申請書」より、取得することができます。 
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【境界確定について】 

境界確定か境界復元かの扱いについては、土地境界確定等申請書の提出後、道路公園センタ

ーが現地調査図等により決定し、申請者に通知します。 

境界確定は原則として道路公園センターにて行います。 

ただし、申し出があれば申請者が行うこともできます。申請者にて境界確定を行う場合は次

のとおり作業を行っていただきます。 

 

 
図－２ 境界確定の進め方 

 

１ 確定案図作成 

道路公園センターからの指示に応じて現地調査の追加等を行ってください。現地調査図作

成後、道路公園センターから交付された資料等を基に確定案図を作成してください。 

 

境界確定実施の連絡

境界確定実施の申出

関係書類の調査及び交付

現地確認・現地調査

立会日程調整
立会通知の送付

関係土地所有者との立会い

境界確定成立 境界確定不成立

成果等の作成・提出

承諾を受けた
関係土地所有者に
不成立通知を送付

成果等の確認・受理

境界標の設置

現地検査

完結

確定案図作成 確定案図の調整・確認

仮杭の設置・報告

境界標の交付

申請者 区役所道路公園センター
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２ 仮杭の設置・報告 

道路公園センターにて確定案図を確認後、立会日程調整までに境界標の位置を示した仮杭

又は仮点を現地に設置してください。 

 

３ 立会いの通知 

仮杭又は仮点を設置した後、立会い日程を道路公園センターと調整してください。道路公

園センターが関係土地所有者に立会い日の 10 日前までに立会日を通知します。 

 

４ 立会い 

道路公園センターが現地において関係土地所有者との立会い協議を行います。この時、関

係土地所有者との立会い協議が終わるまで実務者の同行をお願いします。 

なお、現地での立会いに代えて書面で協議する場合がありますので、その際は、道路公園セ

ンターの指示により書面の作成をしてください。 

 

５ 境界確定成立 

協議が成立したときは、関係土地所有者から承諾書（別紙５）に記名押印を受けます。記名

押印を受けた承諾書は、原則として道路公園センターにて保管します。 

※印鑑は朱肉使用のものとする。 

 

６ 成果等の作成・提出 

境界確定の協議成立後、次のとおり成果等を「川崎市測量業務成果作成要領」に基づき作成

し提出してください。なお、境界標関係土地所有者より承諾が得られない場合は、道路公園セ

ンターより指示を受け作成してください。 

 

(１) 確定図（座標リスト） 

（２）多角点・境界点網図（確定図に記載のある場合は省略可） 

(３) 幅員図（確定図に記載のある場合は省略可） 

(４) 修正箇所図 

(５) 確定図数値データ（SIMA） 

(６) 承諾書(別紙５) 

 

また、提出図面の右下の余白に次のとおり表題欄を記載ください。 

（表題例） 

 

 

 

 

 

 
※申請箇所を記載 
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７ 境界標の交付及び設置 

市職員が測量成果を確認し受理した後、設置する境界標を交付します。交付時に市職員と

現地検査の日時を必ず調整してください。なお、境界標を設置する際は道水路側から行うこ

とを原則としています。道水路側から設置が行えない場合、立会い時に境界標地先土地所有

者の了承を得ていても、再度了承を得てから境界標を設置してください。設置に当たっては

「川崎市境界標設置ガイドライン」に従い設置してください。 

設置の詳細については、「川崎市境界標設置ガイドライン」（川崎市ホームページ「くらし・

総合→くらし・手続き → 交通・自転車・道路 → 道路 →川崎市の道路維持・管理→ 道路

の管理→ 土地境界確定等について」）で確認してください。 

 

８ 現地検査 

境界標設置後、設置した境界標の杭種、方向等の施工状況及び境界点間距離を市職員が確

認しますので、検査の立会い等現地検査に御協力ください。 

 

９ 協議の不成立 

立会いを行い、関係土地所有者より承諾が得られない場合に提出する成果については、道

路公園センターより指示を受け作成してください。 

 

10 申請の取下 

申請を取下げる場合は、土地境界確定等申請取下げ書（別紙 13）により行います。なお、

立会い等を行った後に取下げる際は、資料の提出を求める場合がありますので事前に道路公

園センターに相談してください。  

7



【境界復元について】 

境界確定か境界復元かの扱いについては、土地境界確定等申請書の提出後、道路公園センタ

ーが現地調査図等により決定し、申請者に通知します。 

境界復元は原則として申請者が行います。ただし、復元を行う範囲等については道路公園セ

ンターの指示に従ってください。 

 

 
図－３ 境界復元の進め方 

 

１ 復元図の作成 

道路公園センターより交付された関係資料を踏まえて、次のとおり復元図（別紙 10）を作

成してください。 

(１) 座標値が付与されている箇所については、既設の座標値を基に作成 

(２) 座標値が付与されていない箇所については、台帳平面図の台帳寸法に基づき作成 

 

 

申請者 区役所道路公園センター

境界復元実施の通知
関係資料の交付

復元図の作成

境界復元実施の
通知から６箇月

境界復元実施の決定

復元図の調整・確認

仮杭の設置・報告

立会日程調整
立会通知の送付

境界標地先土地所有者との立会い

成果等の作成・提出 成果等の確認・受理

境界標の交付境界標の設置

現地検査

取下げ
みなしの通知

完結

（
適
宜
作
業
状
況
を
確
認
）
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２ 仮杭の設置・報告 

道路公園センターにて復元図を確認後、立会い日程調整までに復元する境界標の位置を示

した仮杭又は仮点を現地に明示してください。 

 

３ 立会い日程調整 

現地における立会い日程の調整を道路公園センターと行います。境界標地先土地所有者へ

の立会い通知は、立会い日の 10 日前までに書面が届くようにしてください。 

 

４ 立会い 

道路公園センターと境界標復元位置及び杭種の確認を行います。 

申請地以外の土地に接して境界標を設置する場合は、境界標地先土地所有者に対し、復元

位置図（別紙７）を基に、現地又は書面により説明し確認してください。 

 

５ 境界復元の確認 

境界標復元位置について確認を得られた際は、境界標地先土地所有者から確認書（別紙６）

に、記名押印を受けてください。記名押印を受けた確認書は、成果等の提出時に道路公園セン

ターへ提出してください。 

※印鑑は朱肉使用のものとする。 

 

６ 成果等の作成・提出 

境界復元の立会実施後、次のとおり成果等を作成し提出してください。なお、境界標地先土

地所有者より確認が得られない場合は、道路公園センターより指示を受け作成してください。 

(１) 境界復元報告書（別紙８） 

（２）復元位置図（道水路台帳平面図に復元する箇所の位置を示したもの。）（別紙７） 

(３) 確認書（別紙６） 

(４) 境界標復元位置図（別紙９及び 10） 

(５) 多角点・境界点網図（境界標復元位置図に記載のある場合は省略可） 

(６) 座標リスト（境界標復元位置図に記載のある場合は省略可） 

 

７ 境界標の交付及び設置 

市職員が成果を確認し受理した後、設置する境界標を交付します。交付時に市職員と現地

検査の日時を必ず調整してください。なお、境界標を設置する際は道水路側から行うことを

原則としています。道水路側から設置が行えない場合、立会い時に境界標地先土地所有者の

了承を得ていても、再度了承を得てから境界標を設置してください。設置に当たっては「川崎

市境界標設置ガイドライン」に従い設置してください。 

設置の詳細については、「川崎市境界標設置ガイドライン」（川崎市ホームページ「くらし・

総合→くらし・手続き → 交通・自転車・道路 → 道路 →川崎市の道路維持・管理→ 道路

の管理→ 土地境界確定等について」）で確認してください。 

9



 

８ 現地検査 

境界標設置後、復元した境界標の杭種、方向等の施工状況及び境界点間距離を市職員が確

認しますので、検査時の立会い等、現地検測に御協力ください。許容値は、台帳寸法との差が

±20 ㎜以内です。なお、座標値が付与されている場合は、台帳寸法との差が±20 ㎜以内かつ

座標展開距離との差が、廻間距離・斜距離では上限 15mm、下限 10mm、幅杭間距離では上

限 10mm、下限 5mm です。 

 

９ 申請の取下 

申請を取下げる場合は、土地境界確定等申請取下げ書（別紙 13）により行います。 

なお、立会い等を行った後に取下げを行う際は、取下げ書に追加して資料を提出する場合

がありますので道路公園センターより指示を受けてください。 

 

10 境界復元未実施の取扱い 

境界復元の決定通知から６箇月を経過しても申請者において境界標の設置が行われない場

合は、申請を取下げたものとみなす場合があります。この場合、道路公園センターから申請者

へ通知をします。 
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【各種交付関係の手続き】 

１ 土地境界確定図 

土地境界確定図は、台帳平面図と現地が合致していることを証明するものです。 

(1)交付申請 

道路公園センターへ持参、郵送又は電子申請により申請することができます。土地境界確

定図交付申請書（別紙 14）と併せて次の書類を添付してください。 

ただし、土地境界確定等申請を同時に行う場合は、添付資料は省略できます。 

ア 案内図 

申請地および周辺の状況（駅・バス停）が分かるようにしてください。 

イ 現地調査図 

申請地に関係する境界標の有無・種別及び境界点間距離を測定し記載した図面になりま

す。調査範囲は別紙３を参照してください。 

ウ 台帳平面図の写し 

台帳平面図の写しに、申請地を朱線で明示してください。台帳平面図の写しが現地調査

図を兼ねている場合は添付が不要です。 

 台帳平面図の写しは道路公園センター及び道水路台帳閲覧窓口、川崎市ホームページ、

「ガイドマップかわさき（各種地図・都市計画）→道水路台帳平面図」で取得 

することができます。 

 

(2)交付の要件 

交付の要件は次のとおりです。 
ア 現地調査図の範囲において、実測距離と台帳寸法との差が±20 ㎜以内であること。 
イ 台帳平面図に記載された境界標の杭種（コンクリート杭、プレート、鋲等）は下表に該

当すること。 
なお、④の場合は、境界確定後に境界標の亡失による入替が生じている可能性があるた

め、原則、境界復元を行うこと。 
また、平成３年度以前に区画整理事業及び大規模開発に伴い、道水路台帳平面図を調製

した区域においては、図上の表記が市境界標（市プレート・市鋲）で、現地に民境界標

（民プレート・民鋲）が埋設されている場合、杭種の相違に関わらず、交付できるもの

とする。 
 
 

 

 

 

 

 

11



２ 測量座標値 

台帳平面図に記される道水路等の境界線を示す境界標の配置及び基準点の網図並びに座標

値を交付するものです。 

道路公園センターへ持参、郵送又は電子メールにより、申請することができます。測量座標

値交付申請書（別紙 15）と併せて台帳平面図の写しに申請地を朱線で明示して、提出してく

ださい。 

台帳平面図の写しは、道路公園センター及び道水路台帳閲覧窓口、川崎市ホームページよ

り「ガイドマップかわさき（各種地図・都市計画）→道水路台帳平面図」で取得することが

できます。 

 

※土地境界確定図交付申請書（別紙 14）、測量座標値交付申請書(別紙 15)は、道路公園センタ

ー及び川崎市ホームページ「くらし・総合→くらし・手続き→交通・自動車・道路→道路→申請

書・ダウンロード→各種申請書」より、取得することができます。 
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・ 各種関係書類等  

窓口となる道路公園センターに、土地境界確定等申請書および関係書類の提出をしていた

だきます。  

申請書等のフォーマットについては、川崎市ホームページ「くらし・総合→くらし・手続き 

→ 交通・自転車・道路 → 道路 → 申請書・ダウンロード → 各種申請書」からダウンロー

ドすることができます。（http://www.city.kawasaki.jp/530/page/0000039181.html） 

 

電子申請は、川崎市ホームページ「くらし・総合→くらし・手続き → 交通・自転車・道路 

→ 道路→川崎市の道路維持管理→ 道路の管理→ 土地境界確定等について」から、申請先

一覧表の「電子申請」のリンクから申請してください。 

（https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/28-6-6-3-3-0-0-0-0-0.html）
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年 月 日

　次のとおり申請します。

川 崎 市 区

□ 道路 □ 河川 □ 水路 □ 堤とう敷 □ その他

１

２

３

４

５

６

７

申請箇所の土地所有者以外からの申請については、その委任状

土地所有者調査書

その他関係資料

※１ 　申請者が法人の場合は、「住所」の欄に事業所の所在地、「氏名」の欄には名称及び
代表者の氏名を記載するとともに、「連絡先」の欄に担当者の所属及び氏名を併せて記
入してください。

※２ 　境界復元は、市長が交付する資料に基づいて、申請者が実施してください。なお、市
長が境界復元の実施の決定を通知した日から６箇月を経過しても境界標の設置がされな
い場合において、申請者がその理由を示さないときは、申請を取下げたものとみなす場
合があります。

連絡先（電話）

メールアドレス

（
添
 
付
 
図
 
書
）

案内図（駅、バス停、建物等の目標物を入れてください。）

公図の写し（法務局公図の写し。申請位置に朱線を入れてください。）

現地調査図（申請地に関係する境界標の有無及び種別を確認し、並びに境界標間距
離を測定し、記載した図面）

道水路台帳平面図の写し（申請位置に朱線を入れてください。）

４ 測 量 業 者 等

氏名又は名称

担 当 者 氏 名

連絡先
（電話）

１ 土 地 の 所 在

２ 公 有 地 区 分

３ 申　請　理　由

氏　名

第１号様式

土 地 境 界 確 定 等 申 請 書

（宛先）　川崎市長

住　所

別紙１



年 月 日 調査

※ 申請地及び隣接地、対面地の土地について調査してください。

土　地　所　有　者　調　査　書

土　地　の　所　在 所　　　有　　　者

町　名 地　番 地目 地　積 住　　　所 氏　　　名

調査人氏名

別紙２



別紙３ 

申請者が行う現地調査範囲 

１ 申請者が行う現地調査範囲  

(1) 現地調査の範囲 

境界標 C、H が亡失している場合、又は境界標 Bから I の範囲で許容値（台帳寸法に対

して実測距離が±20mm 以内）を超える境界点間距離があった場合は、境界標 A から J ま

での範囲を調査する。 

 

 
原則の現地調査範囲 

 

(2) 現地調査の範囲追加 

境界標 Cがあり D が亡失している場合は、境界点間 DE の１点先を追加調査する。 

 

 

追加調査を行う場合の範囲 

 

  

別紙３



(3) 土地境界確定図交付申請書に添付する現地調査の範囲 

申請範囲が境界標 B,C,D の境界点間距離の場合は、一点先（A,E）まで調査する。 

 

土地境界確定図交付申請書添付の現地調査範囲 

 



別紙４ 

 

 

 年  月  日 

 

川崎市の管理する道路との土地境界立会いのお願い 

 

             様 

 

実務取扱者  

郵便番号///-////   

川崎市●●区●●●丁目●●-●● 

●●●●事務所 

○○○○士  ○○ ○○ 

 

（時候）、皆様方におかれましては、益々御清栄のこととお喜び申し上げます。 

この度、対象土地所有者様の御依頼を受け、土地境界を測量することとなりました。 

つきましては、隣接する道路との境界を示す境界標の復元のため、あなたの所有地と道路との境

界について確認させていただきたく、御多忙のところ誠に恐縮ですが、次の日程に立会いをお願い

いたします。 

また、当日の境界立会いを円滑に進めるため、川崎市道水路台帳平面図を参考に、現地に予め目

印をつけさせて頂く場合があります。御理解と御協力をいただけますようお願い申し上げます。 

 

１ 対象土地の所在地番（所有者）    川崎市●●区●●○丁目 ○○番○（□□ □□様） 

２ 立会いをお願いする土地の所在地番  川崎市●●区●●○丁目 ○○番○ 

３ 日  時    ○年○月○日（ ） ○時○分から 

４ 集合場所  現地（別紙案内図参照） 

 なお、御都合が悪い場合には、下記連絡先担当者まで連絡をお願いします。 

※1 この「通知状」と「印鑑（認印）」（スタンプ印不可）を御持参ください。 

※2 当日、代理人の方が立会いをされる場合は、土地所有者の方が記入した「委任状」及び代理

人の「印鑑（認印）」と、この「通知状」を御持参ください。 

 

連絡先：（社名、事務所名）担当者 ○○ 

電話 (///) ///-//// 

FAX  (///) ///-//// 

携帯 ///-////-//// 

川崎市〇〇区役所道路公園センター 

財産管理担当 〇〇 

電話 (///) ///-//// 

FAX  (///) ///-//// 

別紙４



年 月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

※　所有者ごとに、記名押印してください。

第２号様式

承　　　諾　　　書

（宛先）　川崎市長

　私が所有する次の土地と 道路・河川・水路・堤とう敷・その他 との境界は、協議し
たとおり承諾します。

立 会 日
土 地 の 所 在 所 有 者

町 名 地 番 住 所 氏 名 印

別紙５別紙５



年 月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

※　所有者ごとに、記名押印してください。

第２号様式

承　　　諾　　　書

（宛先）　川崎市長

　私が所有する次の土地と 道路・河川・水路・堤とう敷・その他 との境界は、協議し
たとおり承諾します。

立 会 日
土 地 の 所 在 所 有 者

町 名 地 番 住 所 氏 名 印

記載例

〇〇〇

〇〇〇 ▲▲区●●町■■番　　　　　川崎　太郎

川崎　太郎　代理人
　川崎　花子

印

印

・委任状を持参していた場合

・土地所有者が死亡していた場合

相続人
　　川崎　次郎 印

被相続人
　　川崎　一郎

・複数の筆を所有している場合

立会い協議の取扱い

原則として、共有者全員

区分所有建物の場合 規約等で管理権を委任している場合は管理組合の代表者

　宗教法人 宗教法人の代表役員

　外国籍の土地所有者
原則、印鑑による押印を受けてください、印鑑を所持せずサインで
対応する場合、公的証明書（住民票、在留カード、特別永住者証、
パスポート等）で本人確認してください。

　解散又は破産法人 清算人又は管財人

　未成年者 法定代理人（親権者又は未成年後見人）とします。

　土地所有者が死亡
原則として、相続人全員（相続関係書類の提出を求める。）としま
す。しかし、相続人代表から申出書の提出があれば、その代表者か
ら押印を受けてください。

　共有の場合

・マンション管理組合の場合

〇〇〇

〇〇マンション管理組合

代表理事
　　　　川崎　太郎

 管理
組合印

△△

〇〇〇

〇 〇〇

△△



年 月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

※１ 所有者ごとに、記名押印してください。

※２ 道水路台帳平面図（縮尺５００分の１）に復元しようとする境界標の位置を示したもの
により確認してください。

第３号様式

確　　　認　　　書

（宛先）　川崎市長

　私が所有する次の土地と 道路・河川・水路・堤とう敷・その他 との境界を示す境界標
を復元する位置は、道水路台帳平面図に基づいたものであることを確認しました。

立 会 日
土 地 の 所 在 所 有 者

町 名 地 番 住 所 氏 名 印

別紙６別紙６



年 月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

年

月 日

※１ 所有者ごとに、記名押印してください。

※２ 道水路台帳平面図（縮尺５００分の１）に復元しようとする境界標の位置を示したもの
により確認してください。

第３号様式

確　　　認　　　書

（宛先）　川崎市長

　私が所有する次の土地と 道路・河川・水路・堤とう敷・その他 との境界を示す境界標
を復元する位置は、道水路台帳平面図に基づいたものであることを確認しました。

立 会 日
土 地 の 所 在 所 有 者

町 名 地 番 住 所 氏 名 印

記載例

印・委任状を持参していた場合

・土地所有者が死亡していた場合 被相続人
　　川崎　一郎

相続人
　　川崎　次郎 印

・複数の筆を所有している場合

〇〇〇

〇〇〇

〇〇〇

▲▲区●●町■■番　　　　　川崎　太郎 印

立 会 い 協 議 の 取 扱 い

持 分 ２ 分 の １ を 超 え る 共 有 者

区 分 所 有 建 物 の 場 合 規 約 等 で 管 理 権 を 委 任 し て い る 場 合 は 管 理 組 合 の 代 表 者

　 宗 教 法 人 宗 教 法 人 の 代 表 役 員

　 外 国 籍 の 土 地 所 有 者

原 則 、 印 鑑 に よ る 押 印 を 受 け て く だ さ い 、 印 鑑 を 所 持 せ ず サ イ ン で

対 応 す る 場 合 、 公 的 証 明 書 （ 住 民 票 、 在 留 カ ー ド 、 特 別 永 住 者 証 、
パ ス ポ ー ト 等 ） で 本 人 確 認 し て く だ さ い 。

　 解 散 又 は 破 産 法 人 清 算 人 又 は 管 財 人

　 未 成 年 者 法 定 代 理 人 （ 親 権 者 又 は 未 成 年 後 見 人 ） と し ま す 。

　 土 地 所 有 者 が 死 亡

【 市 有 地 側 に 埋 標 す る 場 合 】
立 会 い ハ ガ キ 等 を 持 参 し た 者 に 、 立 会 い 時 に 相 続 人 で あ る こ と を 確

認 し 、 記 名 ・ 押 印 を 受 け て く だ さ い 。
【 民 有 地 側 に 埋 標 す る 場 合 】

相 続 持 分 の ２ 分 の １ を 超 え る 確 認 を 必 要 と す る 。 た だ し 、 相 続 人 代
表 か ら 申 出 書 の 提 出 が あ れ ば 、 そ の 代 表 者 と す る 。

　 共 有 の 場 合

川崎　太郎　代理人
　川崎　花子

・マンション管理組合の場合
〇〇マンション管理組合

代表理事
　　　　川崎　太郎

△△

〇〇〇

△△

〇〇〇

 管理
組合印



復元位置図（復元箇所   区      番   先） 

 

 

縮尺 １／５００ 現地立会者  〇〇〇〇測量株式会社    〇〇 〇〇   

別紙７

プレート　→　鋲

杭種変更の場合
既設杭種名→新設杭種名を記載する
例）
プレート→鋲

別紙７



年 月 日

（宛先）川崎市長

　

番　　　先

年 月 日

（　　　　　　　　　　　）　　箇所

□ 有　（　　　　　　）箇所　　・　　□ 無　

年 月 日

電　話

担当者氏名

区

　土地境界確定等取扱規則第１3条の規定により、境界復元について次のとおり
報告します。

氏名又は名称

復元箇所 川崎市

箇所数

住所

境界標復元報告書

氏名

標示変更

埋標予定日

境界標の
復元内容

添付図書

２ 復元位置図（道水路台帳平面図に復元する箇所の位置を示したもの。）

備　　考

５ 座標リスト（境界標復元位置図に記載のある場合は省略できる。）

６ その他

実務
取扱者

メールアドレス

職員記入欄 完了検査日 確認者

１ 確認書

３ 境界標復元位置図

４ 多角点・境界点網図（境界標復元位置図に記載のある場合は省略できる。）

別紙１別紙８
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１
　

現
地

調
査

図
　

２
　

境
界

標
復

元
位

置
図

申
請

者
が

市
に

提
出

す
る

図
面

に
つ

い
て

川
崎

市
測

量
成

果
作

成
要

領
の

現
地

調
査

図
を

基
に

作
成

す
る

。
た

だ
し

、
必

要
に

応
じ

多
角

点
網

図
及

び
座

標
値

を
記

載
す

る
。

右
下

に
「

所
在

地
」

、
「

作
業

機
関

名
」

、
「

座
標

系
」

、
「

作
成

年
月

日
」

を
記

載
す

る
。

上
記

と
同

程
度

の
情

報
を

有
す

る
図

面
で

あ
れ

ば
、

こ
れ

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

川
崎

市
測

量
成

果
作

成
要

領
の

復
元

図
、

多
角

点
・

境
界

点
網

図
を

基
に

作
成

し
記

載
す

る
こ

と
。

右
下

に
「

所
在

地
」

、
「

作
業

機
関

名
」

、
「

座
標

系
」

、
「

作
成

年
月

日
」

を
記

載
す

る
。

※
多

角
点

網
図

等
は

図
面

が
煩

雑
に

な
る

場
合

、
別

紙
で

の
提

出
と

す
る

。
又

、
別

図
面

で
記

載
済

み
の

場
合

は
省

略
で

き
る

。

上
記

と
同

程
度

の
情

報
を

有
す

る
図

面
で

あ
れ

ば
、

こ
れ

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

※
【

公
共

基
準

点
】

・
既

知
点

は
管

理
す

る
点

名
を

そ
の

ま
ま

使
用

す
る

。

・
新

点
（

4
級

基
準

点
）

T
4
F
1
か

ら
連

番
で

使
用

。
補

助
基

準
点

は
基

準
と

な
っ

た
点

名
の

後
ろ

に
「

A
､
B
､
C
･
･
･
」

を
つ

け
る

。

※
【

任
意

基
準

点
】

・
現

場
毎

に
T
4
N
1
か

ら
連

番
で

使
用

す
る

。

※
台

帳
寸

法
は

（
）

書
き

※
実

測
距

離
は

、
小

数
点

以
下

3
桁

と
す

る
。

（
小

数
点

以
下

4
桁

を
切

り
捨

て
）

記
載
す
る
内
容

記
載
す
る
内
容

※
【

公
共

基
準

点
】

・
既

知
点

は
管

理
す

る
点

名
を

そ
の

ま
ま

使
用

す
る

。

・
新

点
（

4
級

基
準

点
）

T
4
F
1
か

ら
連

番
で

使
用

。
補

助
基

準
点

は
基

準
と

な
っ

た
点

名
の

後
ろ

に
「

A
､
B
､
C
･
･
･
」

を
つ

け
る

。

※
【

任
意

基
準

点
】

・
現

場
毎

に
T
4
N
1
か

ら
連

番
で

使
用

す
る

。

※
台

帳
寸

法
は

（
）

書
き

実
測

距
離



別
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1
0

　
１

　
現

地
測

量
図

（
別

紙
　

申
請

者
が

市
に

提
出

す
る

図
面

に
つ

い
て

と
同

一
）

　
３

　
境

界
標

復
元

位
置

図
　

２
　

復
元

図

申
請

者
が

市
に

提
出

す
る

図
面

に
つ

い
て

（
既

設
確

定
座

標
値

が
あ

る
場

合
）

川
崎

市
測

量
成

果
作

成
要

領
の

復
元

図
、

多
角

点
・

境
界

点
網

図
を

基
に

作
成

し
記

載
す

る
こ

と
。

右
下

に
「

所
在

地
」

、
「

作
業

機
関

名
」

、
「

座
標

系
」

、
「

作
成

年
月

日
」

を
記

載
す

る
。

※
多

角
点

網
図

等
は

図
面

が
煩

雑
に

な
る

場
合

、
別

紙
で

の
提

出
と

す
る

。
又

、
別

図
面

で
記

載
済

み
の

場
合

は
省

略
で

き
る

。

上
記

と
同

程
度

の
情

報
を

有
す

る
図

面
で

あ
れ

ば
、

こ
れ

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

川
崎

市
測

量
成

果
作

成
要

領
の

復
元

図
、

多
角

点
・

境
界

点
網

図
を

基
に

作
成

し
記

載
す

る
こ

と
。

右
下

に
「

所
在

地
」

、
「

作
業

機
関

名
」

、
「

座
標

系
」

、
「

作
成

年
月

日
」

を
記

載
す

る
。

※
多

角
点

網
図

等
は

図
面

が
煩

雑
に

な
る

場
合

、
別

紙
で

の
提

出
と

す
る

。
又

、
別

図
面

で
記

載
済

み
の

場
合

は
省

略
で

き
る

。

上
記

と
同

程
度

の
情

報
を

有
す

る
図

面
で

あ
れ

ば
、

こ
れ

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

※
座

標
リ

ス
ト

は
、

必
要

に
応

じ
既

設
確

定
座

標
値

、
座

標
系

を
確

定
座

標
値

に
変

換
し

た

座
標

値
も

記
載

す
る

。

そ
の

際
、

座
標

値
リ

ス
ト

下
段

に
○

○
年

確
定

座
標

値
や

変
換

座
標

等
の

種
別

を
記

載
す

る
。

※
台

帳
寸

法
は

（
）

書
き

記
載
す
る
内
容

記
載
す
る
内
容

※
【

公
共

基
準

点
】

・
既

知
点

は
管

理
す

る
点

名
を

そ
の

ま
ま

使
用

す
る

。

・
新

点
（

4
級

基
準

点
）

T
4
F
1
か

ら
連

番
で

使
用

。
補

助
基

準
点

は
基

準
と

な
っ

た
点

名
の

後
ろ

に
「

A
､
B
､
C
･
･
･
」

を
つ

け
る

。

※
【

任
意

基
準

点
】

・
現

場
毎

に
T
4
N
1
か

ら
連

番
で

使
用

す
る

。

※
台

帳
寸

法
は

（
）

書
き

※ ・
既
設
確
定
座
標
で
図
面
を
作
成
す
る
。

・
復
元
図
を
任
意
座
標
値
（
既
設
任
意
確
定
座
標
）
で
位
置
を
特
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も

公
共
基
準
点
を
使
用
し
て
い
る
場
合
は
、
公
共
基
準
点
で
の
座
標
値
で
良
い
も
の
と
す
る
。



 

委 任 状 

 

 

 

（受 任 者） 

 

 

住  所                            

 

 

氏  名                            

 

 

私は上記の者を代理人と定め、下記土地の境界確認に関する一切の権限を 

委任します。 

 

  確認する土地 

 

 

   川崎市    区                        

 

                                   

 

 

       年   月   日 

 

（委 任 者） 

 

住  所                            

 

 

氏  名                            

 

 

 

㊞ 
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川 崎 市 長 様 

 

 

 

申 出 書 

 

 

 

 被相続人である         所有名義の次の土地については、私が相続人の

代表として、川崎市の管理する道路との境界の確定のため協議を行います。 

確定した境界について、他の相続人から異議がある場合は、私が責任をもって対応

します。 

 

 

 

 添付書類：相続関係書類 

 

 

 土地の所在地番 

 

 

   川崎市    区          番 

 

 

   年   月   日 

 

 

 相続人代表 

       

  住 所                            

 

  氏 名                         印  

別紙12



 

 

 

 

年  月  日 

 

（宛先） 

  川 崎 市 長 

 

土地境界確定等申請取下げ書 

 

 

 

 

 

川崎市   区        番   先の道路の境界確定につきまして申請

しましたが、次の理由により取下げします。 

 

                       

１ 取下げ理由 

 

 

 

２ 申請年月日 

 

       年   月   日 

 

 

 

 

 

 

 

 

申出者住所                     

 

 

氏名                       
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年 月 日

区

１

２

３

領収印

m

円

※ 　申請者が法人の場合は、「住所」の欄に事業所の所在地、「氏名」の欄には名称及び代
表者の氏名を記載するとともに「連絡先」の欄に担当者の所属及び氏名を併せて記入して
ください。

(添付図書)

案内図

現地調査図（申請地に関係する境界標の有無及び種別を確認し、並びに境界標間距
離を測定し、記載した図面）

道水路台帳平面図の写し（申請位置に朱線を入れてください。）

延長

手数料

氏　名

連絡先
（電話）

　次の土地と川崎市が管理する 道路・河川・水路・堤とう敷・その他 との境界に係
る土地境界確定図の交付を申請します。

第４号様式

土 地 境 界 確 定 図 交 付 申 請 書

（宛先）　川崎市長

住　所

別添図示のとおり

土地の所在 川 崎 市

別紙14



（別記様式）

年 月 日

（宛先）　川崎市長

申請者 郵便番号 －

住所

氏名

担当者名 電話

　 次の土地と道水路等の境界に係る測量座標値の交付を申請します。

申請箇所 川崎市 区 番 地先

※　申請の際に座標値の必要箇所を川崎市道水路台帳平面図に朱線で明記願います。

数値化箇所区域図No.

交付（回答）日

（備考）

　注：太線枠内のみ記入のこと。

課　長

使用目的

測量座標値交付申請書

担　当 係　長
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